
質の高い教育とスキルの開発、
科学技術イノベーション、ICTや
メディアへのアクセス、地上資
源もしくは海洋資源の持続的な
管理、文化遺産や文化表現の
多様性の保護・促進を通して、
人間の能力と生産性を発展さ
せることにより、貧困を終わら
せる。

万人のための質の高い教
育を通じて不平等を是正す
る。国家間・国内における科
学・知識の格差の是正、デ
ジタル・デバイドの縮小、持
続的可能な開発への文化
の貢献を含む包括的な公共
政策を開発する。

能力開発の提供、多様なス
テークホルダー間のパート
ナーシップの強化、データ
モニタリングや報告の支援
により、実施手段を強化す
る。

質の高い包摂的な教育を促進し、万人のための生涯学習
の機会を促進する教育制度を開発する。

女子や女性の教育、科学・メ
ディア・文化における女性の参
加とエンパワーメント、女性に対
するあらゆる形態の暴力との闘
いを支援する。

水についての研究、水
資源管理、教育、能力
開発、アドボカシー、グ
ローバルモニタリング
を通して水安全保障を
改善する。

科学技術イノベーションの
制度や政策を強化する。

万人のための質の高い教育、文化遺産の保
全、イノベーションと創造性、環境の持続可能
性の促進、災害・紛争・気候変動の影響に対
するレジリエンスの構築などを通じて、包摂的
で持続可能な都市を推進する。

知の共同生産と普及、政策提言、教育、社会認
識、能力開発に焦点をあてた気候変動の緩和
と適応の取組への支援において、気候サービ
スを提供する。

海洋科学の知識の促進
及び海洋と海岸の保全
と持続的な管理のため
の能力開発を促進する。

ユネスコ登録地域（世
界遺産、ユネスコエコ
パーク、ユネスコ世界
ジオパーク）を通じて
自然資源の管理及び
生物多様性の持続的
な利用と保全を支援
する。

異文化間対話、平和の文化、非暴
力を促進し、グローバルシティズン
シップ教育を通して、暴力的過激主
義を阻止する。無料かつ独立した多
元的なメディアの支援、ジャーナリス
トの安全性の確保、文化・自然遺産
の保全、文化の統治システムの強
化、基本的自由の強化をする。

ユネスコが貢献するSDGsについて（ユネスコHP資料より）
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世界の文化遺産・自然遺産の保護と推進
を含んだ、安全かつ強靭な都市づくり及び
人間居住づくり

文化財の不法な輸出入を禁止・防止する条
約の施行、文化・自然遺産の保護と活用、文
化及びクリエイティブ産業への支援、基本的
自由と文化に関する参加型仕組みの向上

5.ジェンダー

女性及び女児の能力強化を通じて、文
化的財に関するクリエーター及びプロ
デューサーによる社会変化・変容を支え
るとともに、文化遺産保護、文化的生活
への女性及び女児の参画を推進

11.都市

16.平和

4.教育

文化を教育へのアクセス向上に役立て、地域文化
に関するカリキュラム、教材、教育方法を推進。質の
伴った教育が文化多様性の評価に結びつき、若者
に対して、クリエィティブ産業での起業や職に役立つ
知識、スキルを提供

文化は、経済と社会をつなぎ、貿易支援を進めることで、
貧困撲滅に寄与する資産となる。文化産業・クリエイ
ティブ産業、文化観光、遺産保護は、貧困軽減、持続可
能な経済成長やイノベーション、雇用の強力な原動力と
なる

8. 経済成長と雇用 1. 貧困 10. 不平等

13. 気候変動 12. 持続可能な生産と消費

環境の一層の持続可能性を確実にするため、文化の多様性と生物の多様性の間
の本質的関連性を推進。伝統的知識及びスキルは、自然災害及び気候変動の影
響に対する強靭さ（レジリエント）の構築に寄与。文化は、持続可能な消費と生産
に資する資源となる。

15.陸上資源 14. 海洋資源6. 水・衛生

ユネスコにおける自然遺産、文化遺産、水中遺
産、無形遺産などの条約は、環境保全、水に関
連した、エコシステム、沿岸・海洋、水産養殖な
どの保全、観光の促進を可能にする

17. 実施手段

能力開発の提供、多様なステークホルダー間の
パートナーシップの強化、データ収集、モニタリン
グや報告の支援

2. 飢餓

文化多様性と伝統的知識は、食料の安全保障や持続
可能な農業に資する重要な資産である

3. 保健
文化的コンテクストを考慮した、知識とスキルの共有と健康管理。伝統的な保健による、幸福
と質の高いヘルスケアへの貢献

ユネスコが文化分野で貢献するSDGsについて（主要な関係ゴール）

UNESCO moving forward the 2030 Agenda for Sustainable
Development
(http://unesdoc.unesco.org/images/0024/002477/247785e.
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11.包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続
可能な都市及び人間居住を実現する

11.1   2030年までに、すべての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本的
サービスへのアクセスを確保し、スラムを改善する。

11.2 2030までに、脆弱な立場にある人々、女性、子ども、障がい者及び高齢
者のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改
善により、すべての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続可能な輸
送システムへのアクセスを提供する。

11.3 2030年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、すべての国々の
参加型、包摂的かつ持続可能な人間居住計画・管理の能力を強化する。

11.4 世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強化する。

11.5 2030年までに、貧困層及び脆弱な立場にある人々の保護に焦点をあてな
がら、水関連災害などの災害による死者や被災者数を大幅に削減し、世界の
国内総生産比で直接的経済損失を大幅に減らす。

11.6 2030年までに、大気の質及び一般並びにその他の廃棄物の管理に特別
な注意を払うことによるものを含め、都市の一人当たりの環境上の悪影響を軽
減する。

11.7 2030年までに、女性、子ども、高齢者及び障がい者を含め、人々に安全
で包摂的かつ利用が容易な緑地や公共スペースへの普遍的アクセスを提供す
る。

11. a 各国・地域規模の開発計画の強化を通じて、経済、社会、環境面におけ
る都市部、都市周辺部及び農村部間の良好のつながりを支援する。

11. b 2020年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害に対する
強靭さ（レジリエンス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実施した都市及び
人間居住地の件数を大幅に増加させ、仙台防災枠組み2015-2030に沿って、あ
らゆるレベルでの総合的な災害リスク管理の策定と実施を行う。

11. c 財政的及び技術的な支援を通じて、後発開発途上国における現地の資
材を用いた、持続可能かつ強靭（レジリエント）な建造物の整備を支援する。

SDGs１１及び１６の目標

16.持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、
全ての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルに
おいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

16.1   あらゆる場所において、すべての形態の暴力及び暴力に関する死亡率を
大幅に減少させる。

16.2 子どもに対する虐待、搾取、取引及びあらゆる形態の暴力及び拷問を撲
滅する。

16.3 国家及び国際的なレベルでの法の支配を促進し、すべての人々に司法
への平等なアクセスを提供する。

16.4 2030年までに、違法な資金及び武器の取引を大幅に減少させ、奪われた
財産の回復及び返還を強化し、あらゆる形態の組織犯罪を根絶する。

16.5 あらゆる形態の汚職や贈賄を大幅に減少させる。

16.6 あらゆるレベルにおいて、有効で説明責任のある透明性の高い公共機関
を発展させる。

16.7 あらゆるレベルにおいて、対応的、包摂的、参加型及び代表的な意思決
定を確保する。

16.8 グローバル・ガバナンス機関への開発途上国の参加を拡大・強化する。

16.9 2030年までに、すべての人々に出生登録を含む法的な身分証明を提供
する。

16. a 特に開発途上国において、暴力の防止とテロリズム・犯罪の撲滅に関す
るあらゆるレベルでの能力構築のため、国際協力などを通じて関連国家機関を
強化する。

16. b 持続可能な開発のための被差別的な法規及び政策を推進し、実施する。

＜参考＞
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5.ジェンダー

女性の情報へのアクセスを改善し、女性の社会参画の機会を
実現する。メディア関連団体における男女平等を促進し、報道
における性別に関するステレオタイプを撤廃する。ＩＣＴを利用
する上での若い女性のスキルを育成する。

4.教育

公平かつ利用しやすい情報へのアクセス
を促進し、文化及び言語の多様性を保全
する

8. 経済成長と雇用

1. 貧困

10. 不平等

13. 気候変動

17. 実施手段

情報へのアクセスや表現の自由
を醸成する環境を作り、環境をメ
ディアによる報道の多様性、
ジャーナリストの安全、市民が情
報を批判的に判断するための能
力を保証する。また、コレクティブ・
メモリーを後世に残すため、文書
遺産を保全する

ユネスコがコミュニケーション分野（表現の自由、情報・知識へのユニバーサル・アクセス）
で貢献するSDGsについて（主要な関係ゴール）

自らの発展のために、市民が行動的に取り組
めるよう、情報へのアクセスを推進する

11.都市

ＩＣＴの活用により、国境を越えた気象情報
の共有を促進し、気候変動への迅速な対
応を可能にする

UNESCO moving forward the 2030 Agenda for Sustainable Development
(http://unesdoc.unesco.org/images/0024/002477/247785e.pdf)
p.18,19を基に作成

ＩＣＴへのオープンアクセスを通じて様々なステークホルダー間での知識の交換を支援
し、市民に対し都市環境の重要な側面及びセンサーを利用した技術やＩＣＴを利用す
る上でのリスクについての知識を提供する

若者の創造性や革新性を育成することで
より多くの雇用機会を提供する

利用しやすく自由にアクセスできる教育
資源を作成し、教育現場においてＩＣＴを
取り入れることで、技術・職業及び生涯
教育への容易なアクセスを実現する

情報へのユ
ニバーサルア
クセスやＩＣＴ
へのアクセス
の機会を増
大することで、
弾力性のある
インフラの構
築やイノベー
ションの促進
を実現する

9.イノベーション
市民による情報へ
のアクセスや普遍
的な自由を保障す
る環境を醸成する。
メディアにおける盗
用やジャーナリスト
の安全を保障し、
コレクティブ・メモ
リーを後世に残す
ため、文書遺産を
保全する

16.平和
情報へのユ
ニバーサルア
クセスやＩＣＴ
へのアクセス
の機会を増
大することで、
弾力性のある
インフラの構
築やイノベー
ションの促進
を実現する
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